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第 1 章　 大気地理学［気候・気象］を学ぶに臨み
第 2 章　 大気現象の理解を前にして
第 3 章　 大気現象を構成する要素と因子
第 4 章　 気温と気圧を考
える
第 5 章　 なぜ雲が湧いて
降水が落ちてく
るのか？
第 6 章　 どうすれば大気
の動きを捉えら
れるのか？
第 7 章　 大気の団体とそ
の狭間
第 8 章　 高層風の波動と
下層の大気現象
との対応



































































 青山社，469p， 4000 円（+ 税）
― 53 ―
法政地理　第 50 号　2018 年
年注目されつつある太陽活動との関連性について紹介
している．できるだけ新しい内容を盛り込みつつ，説
明を進める点は読者の満足感を満たす意味でも重要で
あると思う．
　最後の第 12 章では近年話題に上ることが多い環境
関連の話題について取り上げている．その中で温暖化
の要因としての二酸化炭素の増減の推移について，長
期的な変動をあげ，人為的な要因以外にも地球の環境
によりその大気中濃度が変動してきたことを提示し，
温暖化に対する安易な判断に対して注意を促してい
る．つまり，大気中の CO2 濃度と気温の上昇は永続
的に続くのではなく，大気と海洋の中での CO2 濃度
の自律的な変動が起きることでその濃度の高低が変化
するプロセスを挙げている．また，気温の上昇は氷河
の後退につながる点は容易に理解できようが，地域に
よっては氷河の成長が起きていることを指摘している
点は見逃せない．詳細についてはここでは割愛する
が，地球環境の挙動の複雑さを示しつつ，自然界の複
雑さが呈する面白さを教示する流れも本書の特徴の一
つであろう．
　また，第 6 章のフライブルク市における山風吹走の
事例や第 11 章の景観に配慮した地下空間の利用にま
つわる話のような先進的な取り組みを挙げつつ，将来
への展望を述べることで一つの章を結ぶまとめ方は非
常に示唆に富んでいると言えよう．
　全体にわたり，専門用語（テクニカルターム）の訳
が振られている点は非常に好感が持てる．特に近年で
は英語論文の重要性が高まっているため，関連する欧
文で執筆された論文を初めて手にする段階の学生には
非常に有用ではないだろうか．
　ところで，著者は本著の問題点として，気候学発展
の歴史など，本来入れるべき内容を一部漏らしたこと
をあげている．個人的には，一冊で気候学の全てを網
羅することは難しいと思われる．これまで内外の多く
の先人がまとめあげた気候学に関する様々な文献を手
に取れば，その問題は解決するはずであろうし，その
ような手間をかけることで異なる視座から気候学やそ
の周辺領域を見渡す機会の創出にもつながることが期
待される．故に一部の内容が漏れたことについては大
きな問題ではないと評者は考える．もちろん，本著に
はこの問題点を補える教科書を紹介するという教育的
配慮があることを付言しておきたい．
　惜しむらくは近年注目されるようになった「日本海
寒帯気団収束帯（JPCZ）」などを取り上げるのであれ
ば，夏季の関東内陸に出現する高温域にまつわる話題
や「ハイエイタス（hiatus）」に関する説明などをい
ずれかの話題に絡めて紹介していると良かったかもし
れない．このようなことを申せば，上述の内容とはや
や矛盾するかもしれない．しかしながら，上記のよう
な事項については興味・関心を集めることが多いこと
や古い文献には見られない事項なので，あえて述べた
次第である．
　最後になるが，本著は学びの途上にあるものはもち
ろんのこと，卒業して久しい卒業生が学び直す際など
にうってつけの本であると評者は感じた．全部で 460
ページを超えるボリュームとその内容の難しさにはい
ささか抵抗を感じるかもしれないが，まずは関心のあ
る内容の書かれた章から読み始めるのもありではない
かと考える．会員諸氏におかれては是非とも一読して
頂ければ幸いである． （狩野真規）
